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我
勉
土
に
は
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
紋
と
裕
呼
せ
ら
る
L
動
物
分
布
境
界

線
存
在
し
、
日
本
動
物
分
布
欣
況
に
穎
著
左
る
特
徴
を
殻
揮
せ
し
め

居
る
に
拘
ら
宇
、
一
郷
土
人
士
に
し
て
と
れ
を
認
識
せ
ざ
る
も
の
あ
り
、

或
は
皐
者
に
よ
り
と
れ
を
否
定
せ
ん
と
す
る
も
の
あ
り
。
さ
れ
ば
予

は
先
づ
郷
土
教
育
に
従
事
す
る
者
の
た
め
該
線
の
意
義
、
由
来
、
特

徴
乃
至
は
諸
否
定
設
等
の
梗
概
を
極
て
通
俗
に
設
き
、
併
で
予
の
意

見
を
述
べ
該
線
認
識
上
の
一
資
料
に
供
せ
ん
と
す
。

プ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
の
意
義
及
び
由
来

プ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
と
は
動
物
地
迎
撃
上
鳥
獣
類
を
基
準
と
し
て
、

細
比
利
亜
区
と
満
洲
医
と
を
分
劃
せ
ん
と
し
て
津
軽
海
峡
に
設
け
た
・

る
動
物
分
布
線
の
謂
に
し
て
.
プ
ラ
キ
ス
ト
ン
氏
の
創
意
に
基
き
た

る
を
以
て
と
の
名
あ
り
。
事
賓
北
海
道
、
樺
太
産
動
物
に
は
細
比
利

直
系
の
も
の
多
く
、
本
州
産
動
物
の
多
数
は
朝
鮮
産
の
そ
の
も
の
に

類
似
す
c

支
し
現
棲
本
州
産
時
筑
類
に
し
て
朝
鮮
よ
り
移
動
せ
し
時

に
は
既
に
津
軽
海
峡
存
在
し
て
以
北
の
進
入
を
許
さ
ど
り
し
た
め
、

現
今
の
欣
態
を
示
せ
し
も
の
と
推
考
せ
ら
る
、
今
プ
ラ
キ
ス
ト
ン
線

の
由
来
花
関
す
る
概
暑
を
述
べ
ん
と
す
。

千
八
百
五
十
七
年
英
人
ス
グ
レ
タ
l
氏
は
鳥
禽
類
の
分
布
を
研
究

し
、
地
球
上
の
動
物
分
布
院
域
を
東
洋
医
、
新
北
区
、
奮
北
区
、
濠

洲
医
、
新
熱
帯
区
、
エ
チ
オ
ピ
ヤ
直
に
大
別
せ
し
以
来
、
諸
事
者
に

よ
り
各
医
は
更
に
細
分
せ
ら
れ
詳
細
に
研
究
せ
ら
る
h

に
至
れ
り
。

我
郷
土
の
プ
ラ
キ
ス
ト
ジ
謀

我
閣
の
大
部
分
は
奮
北
.
取
に
麗
し
琉
球
の
小
部
分
は
東
洋
医
に
所
属

す
。
奮
北
医
は
亜
細
亜
大
陸
に
於
て
、
更
に
細
比
利
車
両
と
満
洲
医

(
青
森
腕
之
に
属
す
〉
に
分
た
れ
、
と
の
境
界
線
は
北
緯
五
十
度
の

黒
龍
江
南
方
に
於
て
海
に
入
る
と
と
判
明
せ
し
も
、
日
本
に
於
て
は

何
庭
を
通
過
す
る
も
の
な
る
や
は
久
し
く
不
明
な
り
し
が
、
千
八
百

八
十
年
英
人
プ
ラ
キ
ス
ト
ン
及
び
プ
ラ
イ
ヤ

1
雨
氏
仰
は
日
本
の

鳥
類
と
題
す
る
論
文
に
於
て
、
津
軽
海
峡
が
と
の
明
瞭
在
る
分
布
上

の
境
界
線
た
る
と
と
を
提
唱
し
、
千
八
百
八
十
二
年
雨
氏
仰
は
他

の
論
文
に
於
て
も
同
意
見
を
述
べ
た
り
。
千
八
百
八
十
三
年
プ
ラ
キ

ス
ト
ン
氏
仰
は
前
論
文
の
蹟
張
を
試
ま
む
と
し
て
、
更
に
樺
太
蝦

夷
半
島
設
を
提
唱
せ
し
大
論
文
を
亜
細
直
撃
術
協
命
日

(kE色
。

m
o
l

。
目
。
許
可
。
町
佐
官
ロ
)
の
例
舎
に
が
、
て
褒
表
し
、
附
筑
類
、
鳥
類
の
分
布

上
よ
り
日
本
内
地
は
南
北
地
域
の
混
合
地
帯
な
れ
ど
も
、
北
海
道
は

樺
太
と
共
に
細
比
利
型
の
東
部
を
形
成
す
、
本
州
と
の
動
物
相
上
の

差
異
を
指
摘
し
北
海
道
に
は
五
十
飴
種
の
本
州
に
見
ざ
る
鳥
類
を
産

す
と
友
せ
り
。

文
内
地
の
混
合
相
な
る
理
由
と
し
て
氷
河
時
代
に
於
け
る
津
軽
海

峡
の
氷
結
に
依
る
北
方
動
物
の
南
進
を
設
越
し
.
最
後
に
津
軽
海
峡

は
早
く
よ
り
存
在
し
本
海
峡
南
北
の
動
物
相
を
分
離
し
、
海
峡
の
氷

結
に
よ
り
雨
岸
動
物
の
混
棲
を
招
致
せ
る
も
の
と
結
論
せ
り
。
蕊
に

於
て
上
記
論
文
の
褒
表
せ
ら
れ
た
る
同
例
舎
の
論
議
に
於
て
英
人
ミ

ル
ン
氏
は
、
新
し
き
動
物
忠
一
上
の
分
布
境
界
線
を
成
す
津
軽
海
峡
は

一・ヌ=一



我
郷
土
の
プ
ラ
キ
ス
ト

y
穂

パ
リ
、
ロ
ン
ポ
ツ
ク
雨
島
聞
に
存
す
る
境
界
線
を
巧
色
男
会
ロ
ロ
ゆ

と
呼
ぶ
が
如
く
、
と
れ
を
回
一
色
岳
宮
ロ
ポ
ピ
HZ
と
稽
呼
す
べ
き
を
提

唱
し
、
本
境
界
紋
の
起
原
を
設
く
に
氷
河
時
代
の
存
在
せ
し
と
と
必

要
左
れ
ど
も
、
か
L
る
時
代
の
存
在
せ
し
事
賓
は
幾
多
の
誇
擦
あ
リ

と
し
、
日
本
動
植
物
相
の
特
有
左
る
分
布
を
一
示
し
、
プ
ラ
キ
ス
ト
ン

氏
が
日
本
に
於
け
る
氷
河
時
代
の
存
在
を
設
き
た
る
を
合
理
的
且
自

然
的
危
り
と
論
ぜ
り
。

而
し
て
同
氏
仰
は
千
ハ
百
八
十
六
年
に
該
問
題
に
就
て
論
越
せ

る
を
以
て
、
プ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
の
命
名
者
は
ミ
ル
ン
氏
創
見
者
は
プ

ラ
キ
ス
ト
ン
氏
に
し
て
.
時
恰
も
明
治
十
六
年
三
八
八
三
)
の
事

左
り
と
す
。

附
記
プ
ラ
キ
ス
ト
ン
、
ミ
ル
ン
雨
氏
の
略
停

∞
プ
ラ
キ
ス
ト
ン

9
F
E
E
2
3
3
2
巧
江
田
]
弘
同
∞
ω
M
l
l
S
〉

英
国
軍
人
(
砲
兵
大
尉
)
探
険
家
、
動
物
採
集
家
、
一
八
五
七

l
五

八
年
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
討
査
し
カ
ナ
ダ
鳥
類
撃
の
基
礎
を
築
き
、
一

八
六

O
年
英
清
戦
役
に
参
加
し
て
揚
千
江
上
流
を
測
量
し
、
併
せ
て

古
族
(
旨
2
0
1
3
G
の
研
究
を
試
み
た
り
。
文
久
元
年
(
一
八
六

一
)
函
館
に
来
た
り
封
露
、
針
支
の
貿
易
業
に
従
事
し
、
叉
製
材
製

氷
業
を
起
し
気
象
観
測
に
も
営
り
本
邦
最
初
の
測
候
所
を
設
け
た
り

渡
画
の
翌
年
よ
り
プ
ラ
イ
ヤ
|
氏
と
共
に
我
図
鳥
類
採
集
に
従
事
し

有
A

住
友
る
論
文
川
閉
め
を
殻
表
せ
り
。
一
八
八
四
年
(
明
治
十

七
年
)
函
館
を
去
り
本
園
に
蹄
り
次
で
米
図
に
渡
り
、
カ
リ
フ
オ
ル

一
六
四

一
一
ヤ
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
於
て
残
す
。
氏
の
採
集
せ
し
標
本
は
今
向

札
幌
博
物
館
に
保
蔵
せ
ら
れ
一
千
種
以
上
に
建
す
(
同
氏
の
古
宅
潟

真
は
理
事
界
第
八
巻
第
十
二
銃
口
給
に
あ
り
。

問
、
ミ
ル
ン
ハ
邑

-
E
L
F
-
E
Z
g
l
H
C
M
ω
〉
英
園
地
震
事
者
、
一

八
七
六
年
ハ
明
治
九
年
)
日
本
工
皐
寮
(
工
部
大
事
校
)
に
招
牌
せ

ら
れ
金
石
、
地
質
、
鎖
山
事
を
講
じ
、
次
で
帝
園
大
事
工
科
に
於
て

前
職
を
縫
ぎ
、
傍
ら
北
海
道
に
於
け
る
貝
塚
の
褒
堀
、
古
代
文
皐
の

研
究
等
に
従
事
せ
り
、
宗
谷
海
峡
、
津
軽
海
峡
等
の
成
因
に
闘
す
る

論
文
を
護
表
す
(
一
八
八
一
年
)
一
八
九
四
年
ハ
明
治
二
十
七
年
)
満

期
飾
図
し
、
夫
人
堀
川
利
根
子
は
夫
死
後
蹄
園
し
、
函
館
に
於
て
残

す
ハ
上
記
岡
氏
は
我
郷
土
に
足
跡
を
印
し
た
る
を
以
て
認
に
附
記
せ

し
，
次
第
な
り
)プ

ラ
キ
ス
ト
ン
線
に
関
す
る
諸
事
者
の
設

プ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
(
津
軽
海
峡
線
)
の
誇
認
以
来
、
諸
種
の
動
物

八
刀
布
の
研
究
進
歩
せ
し
結
果
、
宗
谷
海
峡
線
を
重
要
視
す
る
者
多
き

を
加
ふ
る
に
至
れ
り
。
今
と
れ
に
閲
す
る
創
意
者
の
論
擦
を
表
示
せ

ば
弐
の
如
し
。
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君抜子

上
去
の
如
く
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
紋
に
釘
し
諸
説
あ
る
と
と
は
嬰
界
進

歩
の
結
某
な
れ
ど
も
、
今
プ
ラ
キ
ス
ト
ン
紋
に
釣
す
る
否
定
設
を
概

括
す
る
時
は
、
北
海
道
は
本
州
と
共
通
す
る
動
物
を
医
す
る
と
と
多

き
も
、
樺
太
に
は
北
海
道
と
共
通
す
る
も
の
少
く
制
比
利
直
系
の
動

我
郷
土
の
プ
ラ
キ
ス
ト
シ
線

一
六
五



我
郷
土
の
プ
ラ
キ
ス
ト
シ
線

物
を
多
産
す
る
が
故
に
、
{
一
万
谷
海
峡
は
北
方
型
動
物
の
南
阪
、
南
方

型
動
物
の
北
限
地
帯
な
り
と
す
津
腕
海
峡
を
無
意
義
の
も
の
と
す
る

に
あ
り
。
と
の
主
唱
者
は
八
同
博
士
に
し
て
宗
谷
海
峡
料
を
八
同
級

と
糾
呼
す
る
に
至
れ
り
。
八
問
、
橋
本
附
氏
は
千
九
百
十
年
北
栴
道

産
腿
虫
類
及
び
耐
桜
類
の
八
刀
布
を
調
売
し
‘
津
軽
海
峡
は
細
比
利
回

及
び
満
州
町
一
の
抗
界
い
械
を
な
き
ゃ
と
主
唱
し
‘
共
で
八
問
氏
は
北
海

道
産
哨
筑
類
、
鳥
類
、
腿
虫
類
、
両
棲
類
等
を
調
査
し
た
る
結
果
よ

り
‘
宗
谷
海
峡
に
確
然
た
る
と
の
境
界
線
存
在
す
る
と
と
を
主
張
せ

り
。
叉
同
氏
は
千
九
百
廿
一
年
本
州
、
北
海
道
、
樺
太
産
附
筑
類
、

周
虫
類
、
雨
棲
類
の
分
布
相
よ
り
、
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
氏
の
樺
太
及
び

北
海
道
に
闘
す
る
古
地
周
一事
上
の
意
見
は
、
動
物
分
布
上
に
著
し
き

徴
伎
を
奥
へ
宇
と
論
じ
、
千
九
百
廿
=
一
年
に
は
特
に
艇
虫
類
、
雨
棲

類
の
立
場
よ
り
、
北
海
道
背
任
ア
マ
ガ
ヘ
ル
及
び
蛇
の
六
種
は
遠
く
亜

熱
帯
よ
り
北
迩
し
{
一
万
谷
海
峡
に
て
喰
止
め
ら
れ
居
る
が
故
に
、
同
海

峡
は
最
も
重
要
な
り
と
草
・
ね
て
論
越
せ
り
。
と
の
結
果
と
の
設
に
同

意
す
る
諸
恩
一
若
続
出
し
今
日
に
及
び
し
も
の
な
り
。

叉
雨
海
峡
を
重
要
脱
す
る
者
に
あ
り
で
は
古
代
晴
筑
類
の
八
刀
布
及

び
現
代
鳥
類
分
布
の
黙
よ
り
、
樺
太
を
北
海
道
町
一
よ
り
分
離
し
八
閃

線
を
品
川
洲
限
の
北
限
と
し
ブ
ラ
ネ
ス
ト
ン
紘
を
制
比
利

E
R
の
南
限

と
し
、
雨
者
は
決
し
て
優
劣
の
差
左
く
同
等
に
有
力
な
る
も
の
な
る

と
と
を
主
張
す
る
に
あ
り
。
か
く
の
如
く
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
紘
に
針
し

諸
説
あ
り
何
れ
も
確
賓
な
る
論
擦
を
有
す
。

一・一ハ大

プ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
に
針
す
る
予
の
意
見

一T
は
作
Mm海
峡
州
献
を
肯
一
一
要
関
す
る
一
人
に
し
て
.
大
五
十
一
年
以

来
問
問
繭
一
郎
博
士
と
共
に
青
森
牒
売
動
物
の
詞
採
に
従
事
し
、
哨

筑
類
、
鳥
類
、
腿
虫
類
、
開
棲
類
、
魚
類
、
介
類
等
の
八
刀
布
を
研
究

せ
し
に
、
，
Y
べ
表
の
如
く
北
海
道
以
北
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相
法
砂
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ら
ざ
る
と
と
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以
上
は
大
略
の
例

K
過
ぎ
ざ
る
も
と
れ
を
概
括
す
る
時
は
、
本
膝

K
産
し
北
海
道
以
北
に
産
せ
ざ
る
も
の
は
、
附
筑
類
の
エ
チ
ゴ
ウ
サ

ギ
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
ア
ツ
マ
モ
グ
ラ
、
ヲ
コ
ジ
ヨ
、
カ
モ
シ
カ
、
サ
ル

キ
ツ
ネ
、
ア
ナ
グ
マ
、
ク
マ
、
ヤ
マ
イ
ヌ
、
タ
ヌ
キ
、
リ
ス
、
ヤ
マ

ヰ
、
ム
サ
、
ピ
、
ホ
ン
シ
ウ
モ
モ
ン
ガ
、
ホ
ン
シ
ウ
ヤ
マ
モ
グ
ラ
、

ア
プ
ラ
カ
ウ
モ
リ
、
カ
ハ
ネ
ズ
ミ
、
ト
ウ
ホ
ク
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
、
鳥
類

の
オ
ホ
ア
カ
ゲ
ラ
、
プ
ヲ
ゲ
ラ
、
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
、
チ
ゴ
モ
ズ
、

エ
ナ
ガ
、
フ
ク
ロ
ウ
、
カ
ケ
ス
、
ホ
ト
、
ギ
ス
、
ヤ
マ
セ
ミ
、
ハ
シ

z
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プ
ト
ガ
ラ
ス
、
コ
ア
ヂ
サ
シ
、
聴
虫
類
の
ヒ
パ
カ
リ
、
ヤ
マ
カ
ガ
シ

シ
ロ
マ
グ
ラ
、
カ
ラ
ス
ヘ
ビ
、
ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
ヘ
ビ
、
雨
棲
類
の
ハ

コ
ネ
サ
ン
セ
ウ
ウ
ヲ
、
日
光
サ
ン
セ
ウ
ウ
ヲ
、
東
北
カ
ス
ミ
サ
ン
セ

ウ
ウ
ヲ
、
ア
カ
ハ
ラ
ヰ
モ
リ
、
ヒ
キ
ガ
ヘ
ル
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
ヘ
ル
、

ツ
チ
ガ
ヘ
ル
、
シ
ユ
レ

l
ゲ
ル
ア
ヲ
ガ
ヘ
ル
、
モ
リ
ア
ヲ
ガ
ヘ
ル
、

魚
類
の
ド
ヂ
ヤ
ウ
、
ナ
マ
ズ
、
メ
ダ
カ
、
ア
ミ
モ
ン
ガ
ラ
、
昆
虫
類
の

ウ
マ
ノ
ヲ
パ
チ
、
ク
ロ
ア
ヂ
ハ
、
キ
テ
フ
、
チ
ツ
チ
ゼ
ミ
、
ヒ
グ
ラ

シ
、
ク
ハ
カ
ミ
キ
リ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
カ
ナ
ブ
ン
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

セ
ウ
ゼ
ウ
ト
ン
ボ
、
シ
ホ
ガ
ラ
ト
ン
ボ
、
ェ
ン
マ
コ
ホ
ロ
ギ
、
ナ
ナ

フ
シ
、
オ
カ
メ
コ
ホ
ロ
ギ
、
軟
鰭
動
物
の
グ
コ
プ
ネ
、
ハ
マ
グ
リ
、

ヤ
マ
ト
シ
ゾ
ミ
、
ア
カ
ガ
ヒ
、
オ
キ
、
ン
ゾ
ミ
、
マ
デ
ガ
ヒ
、
モ
ン
ズ
リ

ガ
ヒ
、
ウ
チ
ム
ラ
サ
キ
、
カ
ガ
ミ
カ
乙
及
び
ウ
-
一
類
の
イ
ガ
ク
リ
ガ

ヒ
等
た
れ
ど
も
、
詳
細
に
比
較
す
る
時
は
筒
多
数
の
分
布
差
を
示
す

に
至
る
ぺ
し
。

而
し
て
津
較
海
峡
以
北
産
の
も
の
は
本
篇
に
於
て
は
大
部
省
暮
し

た
り
と
雄
も
、
時
乳
類
の
エ
グ
ノ
ウ
サ
ギ
、
エ
グ
イ
タ
チ
、
ヒ
グ
マ
、

ア
カ
グ
マ
、
オ
ホ
カ
ミ
、
オ
ホ
ヤ
マ
ネ
コ
、
ヱ
グ
タ
ヌ
キ
、
ユ
キ
ヘ

ゥ
.
ク
ロ
テ
ン
争、
エ
グ
リ
ス
、
シ
マ
リ
ス
、
カ
ラ
フ
ト
リ
ス
、
エ
メ

モ
モ
ン
ガ
、
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
、
ト
ナ
カ
イ
、
ハ
ッ
カ
ウ
サ
ギ
(
廿
日

兎
)
鳥
類
の
コ
ア
カ
ゲ
ラ
、
ク
マ
ゲ
一
フ
‘
ヤ
マ
ゲ
ラ
、
ミ
ユ
ピ
ゲ
一
フ

エ
ゾ
ラ
イ
テ
ウ
、
カ
ラ
フ
ト
ラ
イ
テ
ウ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ミ
ヤ
マ

カ
ケ
ス
、
ヱ
メ
ハ
シ
プ
ト
ガ
ラ
ス
、
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
、
カ
ラ
フ
ト
ワ

我
郷
土
の
プ
ラ
キ
ス
ト
ン
猿

シ
、
腿
虫
類
の
カ
ラ
フ
ト
ク
サ
リ
、
カ
ラ
フ
ト
ト
カ
グ
(
コ
モ
チ
ト

カ
ゲ
)
雨
楼
類
の
ヱ
ゾ
サ
ン
セ
ウ
ウ
ヲ
、
カ
ラ
フ
ト
サ
ン
セ
ウ
ウ
ヲ

エ
ゾ
ヒ
キ
ガ
ヘ
ル
、
カ
ラ
フ
ト
ヒ
キ
ガ
ヘ
ル
、
ア
ム
ー
ル
ガ
ヘ
ル
、

魚
類
の
フ
ク
ド
ヂ
ヤ
ウ
等
に
し
て
珪
細
亜
大
陸
系
の
も
の
多
く
、
樺

太
、
北
海
道
、
本
州
と
共
通
た
る
も
の
は
カ
ハ
ウ
、
モ
ズ
、
ク
ワ
ク

コ
ウ
、
ア
カ
セ
ウ
ピ
ン
、
ツ
バ
メ
、
ウ
ミ
ネ
コ
、
オ
ホ
ハ
ク
テ
ウ
、

ウ
ミ
ウ
、
=
ホ
ン
ア
マ
ガ
ヘ
ル
(
昭
和
六
年
八
月
十
二
日
樺
太
真
岡

郡
mm
母
舞
平
開
滋
地
に
て
、
山
田
五
郎
、
小
笠
原
馨
両
氏
に
よ
り
二

百
を
採
集
、
昭
和
六
年
小
笠
原
馨
郷
土
教
育
上
よ
り
眺
め
た
る
動
植

物
真
岡
第
一
小
墜
校
)
等
、
な
り
。
是
等
青
森
脇
を
基
準
と
せ
る
分
布

献
呪
よ
り
考
察
す
る
も
、
津
較
海
峡
の
商
北
に
よ
り
動
物
相
に
齢
か

ら
ざ
る
相
昇
、
あ
る
と
と
を
推
知
し
得
ベ
く
、
更
に
と
れ
を
本
土
中
南

部
に
延
長
し
て
比
較
す
る
時
は
一
居
確
然
た
る
相
異
を
認
む
べ
し
。

誌
に
於
て
予
は
鳥
類
及
び
他
の
動
物
八
刀
布
相
よ
り
、
津
軽
海
峡
は

日
本
動
物
分
布
上
重
要
腕
す
べ
き
腿
左
る

E
.
黒
田
‘
岡
刷
、
岸
田

プ
ラ
キ
ス
ト
ン
諸
氏

K
同
意
し
、
プ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
は
八
田
博
士
一

波
の
主
張
す
る
無
意
義
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
主
張
す
。
同

時
に
宗
谷
海
峡
紋
(
八
同
級
)

d

h

樺
太
、
細
比
利
医
大
陸
と
の
分
布

関
係
深
き
を
以
て
、
亦
重
要
腕
す
べ
き
も
の
た
る
を
以
て
別
に
研
究

す
る
を
至
常
と
信
宇
。

一
七
三



我
郷
土
の
プ
ラ
キ
ス
ト
y
鎮

青
森
mm
に
於
げ
る
動
植
物
分
布
獄
況
の
特
徴

我
郷
土
に
は
プ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
存
在
す
る
が
放
に
、
動
桁
物
の
分

布
朕
態
自
ら
北
海
道
と
異
な
れ
る
黙
砂
か
ら
守
、
動
物
相
に
於
て
は

南
方
系
の
北
限
的
帯
を
一
示
す
も
の
多
く
、
北
緯
川
十
一
度
一
一
一
十
分
の

下
北
郡
佐
井
村
は
最
も
注
目
せ
ら
る
、
査
し
南
方
よ
り
環
境
的
北
退

移
住
を
行
ひ
た
る
も
、
津
軒
海
峡
(
略
々
東
聞
の
方
向
に
亙
り
長
さ

約
百
十
粁
、
そ
の
一
腕
龍
飛
岬
と
白
神
崎
間
及
び
大
間
崎
と
汐
首
崎
問

に
於
て
最
狭
に
し
て
各
二
十
粁
た
れ
ど
も
、
中
聞
は
幅
庚
く
約
五
十

五
粁
に
達
す
。
深
度
は
海
峡
の
東
部
に
於
て
最
深
五
百
米
に
達
す
れ

ど
も
中
央
及
び
西
部
は
二
百
五
十
乃
至
三
百
米
を
最
深
部
と
す
)
存

在
の
た
め
そ
の
附
近
に
集
合
し
て
現
今
に
及
び
し
も
の
た
り
。

世
界
最
北
阪
分
布
を
示
す
有
名
・
な
る
も
の
は
サ
ル
、
カ
モ
シ
カ
、

ヤ
マ
ネ
、
モ
リ
ア
ヲ
ガ
ヘ
ル
‘
ハ
コ
ネ
サ
ン
セ
ウ
ウ
ヲ
、
ア
カ
ハ
ラ

ヰ
モ
リ
等
に
し
て
何
れ
も
下
北
半
島
を
以
て
絡
黙
を
告
ぐ
、
而
し
て

仔
細
に
調
査
す
る
時
は
該
半
島
中
佐
井
村
字
原
田
を
流
る
L
原
田
川

は
最
も
注
意
す
べ
き
所
に
し
て
、
同
流
以
北
に
は
脊
椎
動
物
の
存
在

す
る
と
と
少
く
、
ハ
コ
ネ
サ
ン
セ
ウ
ウ
ヲ
の
如
き
は
確
然
た
る
北
限

を
示
せ
り
、
鳥
類
に
あ
り
で
は
=
一
百
種
以
上
を
該
半
島
に
て
認
め
得

べ
く
、
渡
鳥
は
春
秋
二
季
に
必
中
尻
屋
及
び
大
間
岬
の
燈
蚕
を
目
標

と
し
て
移
行
す
、
叉
同
地
帯
に
於
て
蕃
殖
す
る
種
類
亦
多
く
他
地
方

に
例
を
見
宇
。

一
七
四

一
方
設
直
的
分
布
を
観
る
も
本
腕
柄
引
央
部
に
舵
打
席
す
る
八
甲
岡
山
に

は
、
千
五
百
五
十
米
の
高
庭
迄
附
棲
類
‘
腿
虫
類
を
産
す
防
、
文
日

本
海
岸
と
大
平
洋
岸
と
は
分
布
相
に
差
異
を
生
じ
、
前
者
に
は
北
海

道
と
共
通
せ
る
ザ
リ
ガ
て
サ
γ

エ
を
産
す
る
も
後
者
に
は
之
を
認

め
難
く
、
西
海
岸
に
は
ト
ノ
サ
マ
ガ
ヘ
ル
の
本
州
中
南
部
型
の
緑
色

を
呈
す
る
も
の
を
産
す
、
=
一
戸
部
地
方
に
は
冬
白
愛
せ
ざ
る
ノ
ウ
キ

ギ
及
び
カ
モ
メ
類
多
く
、
鮫
沿
岸
の
無
人
島
に
は
ウ
ミ
ネ
コ
の
蕃
殖

地
あ
り
。
又
キ
テ
フ
、
ナ
、
フ
シ
、
タ
マ
ム
シ
の
如
き
昆
虫
類
を
産

す
、
陸
奥
湾
内
に
て
は
珍
奇
の
エ
ピ
類
、
ホ
グ
テ
等
多
く
、
各
方
商

に
よ
り
各
異
な
れ
ろ
動
物
分
布
相
を
示
せ
り
。

青
森
牒
産
動
物
目
録
に
就
で
は
他
日
便
宜
の
誌
上
に
て
溌
表
す
べ

き
も
脊
椎
動
物
に
就
で
は
既
に
殻
表
お

M
お
せ
る
も
の
あ
り
。

青
森
燃
の
植
物
相
に
就
て
も
津
較
海
峡
の
南
北
に
よ
り
異
友
れ
る

と
と
を
知
る
べ
し
、
北
海
道
に
産
し
青
森
燃
に
産
せ
ざ
る
も
の
の
数

例
を
あ
け
ん
に
、
ア
ヲ
ト
ゾ
マ
ツ
、
ア
カ
ト
ゾ
マ
ツ
、
エ
ゾ
イ
チ
ゴ

エ
ゾ
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ナ
ガ
パ
オ
ド
キ
リ
、
ホ
ソ
パ
ト
ウ
キ
、
ホ
ロ
ム
イ

リ
ン

J

グ
ウ
、
ネ
ム
ロ
シ
ホ
ガ
マ
、
オ
ホ
イ
ハ
ア
ザ
ミ
、
フ
オ
I
リ
ア

ザ
ミ
等
に
し
て
、
青
森
照
に
琵
し
北
海
道
に
産
せ
ざ
る
も
の
亦
多
数

あ
り
。
そ
の
主
た
る
も
の
は
ヨ
モ
ギ
、
フ
ジ
バ
カ
マ
、
一
一
ハ
ト
コ
、

ア
カ
ネ
、
サ
ギ
ゴ
ヶ
、
ネ
ナ
シ
カ
ツ
ラ
、
リ
ン
，
タ
ウ
、
セ
ン
ブ
リ
、

ヒ
ナ
ザ
ク
ラ
(
八
甲
岡
山
北
限
)
、
ミ
チ
ノ
ク
コ
ザ
ク
ラ
(
岩
木
山

阪
産
)
、
チ
ド
メ
グ
サ
、
オ
ホ
パ
キ
ス
ミ
レ
、
ヤ
マ
ツ
バ
キ
(
夏
泊

き「

忍、



半
島
椿
山
)
、
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
ヤ
シ
ヤ
ピ
シ
ヤ
ク
(
方
言

ラ
ツ
シ
ヨ
)
、
イ
カ
リ
サ
ウ
、
ト
リ
カ
ブ
ト
(
方
一
一
=
ロ
プ
シ
)
、
ヲ
キ

ナ
グ
サ
(
方
言
オ
バ
ガ
シ
ラ
)
、
ミ
ヅ
、
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
、
ド
ク

ダ
ミ
(
方
言
イ
ヌ
ノ
ヘ
マ
ホ
テ
イ
ラ
ン
(
恐
山
北
限
)
、
カ
キ
ツ

パ
グ
、
ア
ヤ
メ
(
方
言
ソ
ド
メ
)
、
シ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ウ
バ
カ
γ

(

恐
山

北
恨
)
、
ア
ヲ
モ
リ
ト
ゾ
マ
ツ
(
八
甲
岡
山
北
限
)
、
ス
ギ
ハ
西
津

軽
郡
赤
石
北
限
)
、
ミ
ヤ
マ
ネ
ズ
(
八
甲
岡
山
北
限
)
、
ヒ
メ
コ
マ

ツ
(
全
上
マ
ク
ロ
ベ
(
岩
木
山
北
限
)
、
コ
メ
ツ
ガ
(
向
上
)
、

イ
ヌ
ガ
ヤ
(
尻
屋
北
限
)
、
ハ
ッ
カ
ウ
ダ
ゴ
ヤ
ウ
(
八
甲
同
限
産
)
、

ピ
ラ
ウ
ド
シ
ダ
(
四
津
較
郡
十
二
湖
畔
北
限
)
等
な
れ
ど
も
、
本
鯨

特
産
と
稀
せ
ら
る
L
も
の
は
岩
木
山
の
ミ
チ
ノ
ク
コ
ザ
ク
ラ
(
イ
ハ

キ
コ
ザ
ク
ラ
)
に
し
て
他
に
見
る
と
と
能
は
宇
。
他
は
本
将
と
し
て

珍
稀
と
せ
ら
る
L

も
の
に
し
て
、
八
甲
田
五
菜
、
ツ
ガ
ル
フ
ヂ
(
中

津
軽
郡
目
屋
地
方
深
山
及
び
秋
田
勝
撹
)
、
コ
ハ
マ
ナ
ス
(
西
海
岸

尻
屋
よ
り
岩
手
燃
に
至
る
大
平
洋
岸

Y

シ
ロ
バ
ナ
カ
タ
ク
リ
ハ
岩

木
山
)
、
シ
ロ
バ
ナ
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
ハ
向
上
)
、
ホ
ソ
バ
ツ
ガ
ザ

ク
ラ
(
向
上
)
、
シ
ロ
バ
ナ
ア
ヲ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
一
ア
(
向
上
)
、
シ
ロ

ポ
シ
オ
=
ノ
ヤ
ガ
ラ
(
八
甲
田
山
)
、
ミ
チ
ノ
ク
ス
ミ
レ
(
南
津
軽

郡
黒
森
山
)
、
ナ
ン
ブ
サ
ウ
(
向
上
)
、
チ
シ
マ
フ
ウ
ロ
(
南
津
軽

郡
虹
貝
山
.
櫛
ケ
峯
〉
、
キ
パ
ナ
コ
マ
ノ
ツ
メ
ハ
櫛
ケ
峯
)
、
ム
ラ

サ
キ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
(
向
上
)
等
こ
れ
た
り
。

北
海
道
、
千
島
.
樺
太
に
は
ト
リ
カ
ブ
ト
の
種
類
多
く
エ
グ
ホ
ゾ

ク
ラ
ラ
、

我
郷
土
の
プ
ラ
キ
ス
ト

y
糠

パ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ヱ
ゾ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ホ
ザ
キ
プ
シ
、
テ
リ
ハ
プ
シ
、

ウ
ス
パ
ト
リ
カ
ブ
ト
等
は
北
海
道
琵
に
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
毒
矢
に
用

ひ
た
る
毒
分
は
是
等
植
物
よ
り
得
た
る
も
の
左
り
と
云
ふ
。

本
牒
の
沿
岸
植
物
群
訴
は
や
k
特
色
あ
り
、
西
海
岸
に
は
秋
閃
牒

界
よ
り
能
飛
岬
K
至
る
迄
コ
ハ
マ
ナ
ス
、
エ
プ
ノ
コ
キ
リ
サ
ウ
の
群

落
帯
広
達
し
、
鯵
ケ
深
よ
り
以
南
に
は
ハ
マ
ゴ
ウ
の
群
落
を
混
じ
脊
視

を
ロ
主
す
。
太
平
洋
岸
に
が
、
て
も
コ
ハ
マ
ナ
ス
、
エ
ゾ
ノ
コ
ギ
リ
サ
ウ

の
群
落
殻
遣
し
て
岩
手
防
相
K
建
せ
り
。
高
山
植
物
の
分
布
K
於
て
は

緯
度
、
気
候
等
の
閥
係
上
.
彼
の
信
巾
地
方
一
角
山
に
て
は
二
千
五
百

米
以
上
の
高
所
に
遠
せ
ざ
れ
ば
自
生
し
得
ざ
る
梢
物
に
で
も
、
八
甲

岡
山
に
て
は
九
百
米
附
近
よ
り
ガ
ン
カ
ウ
ラ
ン
、
ア
ヲ
モ
リ
ト
ゾ
マ

ッ
.
ハ
ヒ
マ
ツ
等
自
生
し
、
叉
尻
長
岬
に
あ
り
で
は
平
地
た
る
に
拘

ら
・
宇
、
緯
度
高
き
と
強
き
海
風
を
受
く
る
闘
係
上
ガ
ン
カ
ウ
ラ
ン
、

コ
メ
パ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
イ
プ
キ
ヂ
ヤ
カ
ウ
サ
ウ
、
シ
ロ
シ
ヤ
ク
ナ
ギ

イ
ハ
ナ
シ
等
の
自
生
を
見
る
。

向
下
北
半
島
の
植
物
相
中
意
を
惹
き
し
は
、
恐
山
に
ホ
一
ア
イ
ラ
ン

猿
ケ
オ
ポ
(
東
通
村
)
に
は
野
生
の
オ
モ
ト
ハ
小
井
川
潤
次
郎
氏
採
集
)

田
名
部
際
附
近
一
帯
の
沿
岸
泥
炭
地
帯
に
楊
格
科
の
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
、

釜
伏
山
に
は
チ
ヤ
ウ
ヂ
サ
ウ
、
ク
マ
ガ
イ
サ
ウ
(
多
)
等
を
産
す
る

と
と
た
り
と
す
。
向
本
照
柿
…
物
相
研
究
上
考
慮
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

一
項
は
齢
化
粧
物
(
垣
内
各
号
丘
町
包

1
5
Z
雑
草
中
元
外
図
よ
り
停

来
し
現
時
雑
草
化
せ
る
も
の
)
に
釘
す
る
認
識
純
念
の
養
成
に
し
て

一
七
五
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